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専決処分の主なもの （千円切捨て）

（千円切捨て）

●多良木町税条例の一部を改正する条例
　Ｒ６年度税制改正大綱に基づき地方税法等の改正が行われたことに伴い、多良木町税条例の

　一部を改正する条例の専決処分を行ったもの

●多良木町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　Ｒ６年度税制改正大綱に基づき地方税法等の改正が行われたことに伴い、多良木町国民健康

　保険税条例の一部を改正する条例の専決処分を行ったもの

●Ｒ５年度一般会計補正予算
　　１億6,304万円追加補正し、総額74億9,446万円
　年度末における町債の借入額、地方交付税等の一般財源、国・県支出金等の特定財源及び基

　金積立金等の増減に伴う歳入歳出予算の補正

●Ｒ５年度国民健康保険特別会計（事業勘定）
　　7,370万円減額補正し、総額12億1,125万円

●Ｒ５年度後期高齢者医療特別会計
　　681万円減額補正し、総額１億7,557万円

●Ｒ５年度一般会計繰越明許費繰越計算書
　事業費合計（対象事業16件）７億1,877万円 ➡ 翌年度繰越額４億408万円

●Ｒ５年度一般会計事故繰越し繰越計算書
　・農業用施設災害復旧事業 ➡ 翌年度繰越額1,817万円
　　（繰越の理由：国土交通省との協議に不測の日数を要し、またＲ５年の豪雨災害による拡
　　大崩壊等により県工事がＲ６年３月末に完了を見込んでいることが判明し、町工事の年度
　　内完了が困難となったため）

　・林業用施設災害復旧事業 ➡ 翌年度繰越額5,437万円
　　（繰越の理由：着工前測量を行ったところ、現場状況が計画と異なっており、計画の変更
　　に不測の日数を要したこと等により、年度内完了が困難となったため）

繰越明許費の報告

現行

改正後

改正幅

65万円

〃

22万円

24万円

＋２万円

17万円

〃

104万円

106万円

＋２万円

基礎課税額
後 期 高 齢 者
支援金等課税額

介護納付金課税額
（40歳～64歳）

合　計

※クーリングシェルターとは、Ｒ６年４月から改正気候変動適応法により新設された

　熱中症特別警戒情報が発表された場合、開放を義務付けられる施設
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※ɩþʤʭ
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補正予算の主なもの （千円切捨て）

●低所得者支援及び定額減税補足給付金 ➡ 7,640万円
　給付見込 1,910人×４万円

●低所得者緊急生活支援給付金 ➡ 2,550万円
　対象見込 240世帯×10万円 ＋ 子ども加算対象見込 30人×５万円

●予防接種委託料（新型コロナ含む） 
                                        ➡ 885万円

●未来を担う農業者支援補助 ➡ 115万円

●未来へつなぐ地域営農組織経営力強化
　支援事業（新規事業）　　 ➡ 100万円

●新規就農者育成総合対策事業交付金
                                        ➡ 225万円

●商工業振興費（イルミネーション備品）
　　　　　　　　　　　　　  ➡ 100万円

●非常備消防費LINEアプリ開発委託料
                                        ➡ 282万円

　

Ｒ
６
年
度
６
月
定
例
会
議
は
11
日
か
ら
17
日
ま
で
と
し
、
報
告
８
件
・
条
例
等

12
件
・
補
正
予
算
３
件
・
人
事
案
件
３
件
・
選
挙
１
件
を
審
議
し
可
決
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
３
人
の
議
員
が
執
行
部
の
考
え
を
質
し
た
。

特別会計補正
（千円切捨て）

会　計　名

久米財産区

介 護 保 険

補　正　額

　１０万円

１０３万円

予 算 総 額

        1,533万円

15億6,664万円

議会からの提言
多良木学園の今後は議会活性化特別委員会

で論議しているところではあるが、指定管

理最終年度として捉え、綿密に協議を進め

て早期に結論を見い出すべきである。

ɪɱɡʥɹþɎމಃ��
発表された場合には

アプリイメージ

●予防接種委託料（新型コ
                                    

多良木学園の今後は？

●学園費指定管理委託料 ➡ 765万円

議会からの提言 クーリングシェルターとして多目的研修センター（ロビー・会議室）を指定してあるが、町民の

利便性を考えると各地区公民館（冷暖房完備）の開放を今後は区長に要請すべきでは⁈



一
般
・
特
別
会
計
補
正

条
例
等
・
人
事
案
件

一
般
質
問

一
般
質
問

たらぎ議会だより　　第 131 号 　　4

12件の条例等審議・採決!!

 

 

 

●多良木町重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部を改正する条例

　自己負担額の「2,040円」を「2,000円」に「1,020円」を「1,000円」に改める

●令和６年度庁舎防災用非常電源設備整備工事の契約締結

　契約の総額：１億7,050万円(消費税込)　 契約の相手方：飯塚電機工業株式会社人吉営業所

条例等改正

人事
案件

●人権擁護委員の推薦に同意

　米多やよい さん（多良木）

　中岡　末弘 さん（久米）

●固定資産評価員の選任

　椎葉　直宏 さん（現税務課長）
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　　多良木町選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙について

【補充員】

再任　緒 方　征 枝 さん

新任　村 山　   昇 さん

新任　今 井　一 久 さん

新任　大 石　浩 文 さん

【選挙管理委員】

再任　滿 谷　恭 享 さん（委員長）

再任　筑 紫　　 茂 さん

再任　林 田　　 忠 さん

新任　久 保 日出信 さん

新任の委員及び補充員の皆さんを紹介します

　　 　　

久保 日出信 さん

（黒肥地）

村 山  　昇 さん

（多良木）

今井　一久 さん

（多良木）

大石　浩文 さん

（久米）

選挙管理委員　前田榮功さん（前委員長）

補 充 員　　　恒松一廣さん・岩崎止夫さん・山崎隆一さん

長い間、有難う

ございました。）

【人権擁護委員】とは
人権擁護委員法に基づいて、人権相
談を受けたり、人権の考えを広めた
りする活動をしている民間の方々で
す。法務大臣から委嘱され、全国の
各市町村に配置されています。

活
性
化
委
員
会
報
告
・
納
付
状
況

職　名 氏　名 町民税 固定資産税 軽自動車税 介護保険料 水道料金
国民健康

保 険 税

後期高齢者

医療保険料

下水道

使用料

下水道事業

受益者分担金

　Ｒ６年度初めての議会活性化特別委員会は本町における「公共施設」に関する協議をした。

　町の公共施設は老朽化が進み、更新・建替え改修費の増大が見込まれる。少子高齢化による

人口構造の変化や町民ニーズの多様化などによりその変化の対応も課題となってくると考えら

れる。

　そこで町の財政状況を踏まえ、長期的な視点を

持ち、いわゆる財政負担が大きい施設を中心に現

況と将来に向けてどの様にすべきかの論議が必要

となってくる。

　町には「公共施設等総合管理計画」があり、そ

れをもとに個別施設計画が策定されており、今回

は「堆肥センター」「多良木学園」「えびすの湯」の

３施設についてそれぞれの担当課から、「現況の説明」を受けた。

　本委員会はその施設の「将来的な展望」・「方向性」を探るべく問題点を抽出し、議論を深め

ていくこととした。

　また７月には「あさぎり町新庁舎の議会中継システム視察」とともに先日より議会や町民に

対し説明が行われた「えびすの湯」の方向性の基盤の一つとして参考にした「芦北町総合コミ

ュニティセンター子どもの広場」の視察を行う予定としている。　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　林田
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議　長

副議長

議　員

（議席番号順）
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令和５年度分　町議会議員の税等納付状況
　多良木町議会議員政治倫理条例により、町議会議員の税等の納付状況を公表します。

令和６年３月末現在

【表示例】「〇」… 当該年度に納付すべき額がすべて納付されている場合

　　　　　「×」… 当該年度に納付すべき額に未納がある場合

　　　　　「－」… 本人に納付義務がない場合
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議会活性化特別委員会　

𡧃佐　信行

坂口　幸法

林田　俊策

魚住　憲一

源嶋たまみ

久保田武治

豊永　好人

猪原　　清

落合　健治

前田　　文

老朽化が進む堆肥センター
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質
問

　

今
年
２
月
、
宮
崎
県
は
新
幹
線

八
代
〜
宮
崎
ル
ー
ト
の
可
能
性
を

探
る
調
査
の
実
施
を
表
明
し
た
が
、

こ
れ
を
受
け
て
町
と
し
て
も
地
域

自
治
体
と
連
携
し
て
地
域
振
興
策

を
国
県
へ
要
望
す
べ
き
で
は

町
長

　

宮
崎
県
が
調
査
費
を
計
上
し
た

こ
と
で
本
気
度
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
話
が
県
で
も
具
体
的
に
出
て

き
た
時
に
は
流
域
12
市
町
村
地
域

振
興
の
た
め
に
連
携
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

質
問

　

こ
の
話
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、

予
測
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
発
生
時
の
宮
崎
県
や
大
分
県
か

ら
の
避
難
者
輸
送
(
人
流
)
と
物

流
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
県
北
へ

の
通
勤
圏
内
に
人
吉
球
磨
地
域
が

入
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
後
は
町
村
合
併
な
ど
で
消
滅
す

る
自
治
体
も
予
測
さ
れ
る
が
、
こ

の
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
努
力

す
べ
き
で
は

町
長

　

新
幹
線
実
現
の
た
め
の
期
成
会

の
話
が
進
み
始
め
た
時
に
は
(
期

成
会
に
)
国
土
交
通
省
鉄
道
局
を

動
か
し
て
も
ら
い
鉄
道
局
主
導
で

一
気
に
方
向
性
が
固
ま
っ
て
く
る

か
と
思
う
。
起
死
回
生
の
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
て
注
目
し
な
が
ら
経
過

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

る
と
概
算
的
な
数
値
で
あ
る
が
272

件
で
あ
る
。

質
問

　

再
度
詳
細
な
調
査
を
実
施
し
て

倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
空
き
家
を

町
の
財
政
で
処
理
・
整
理
す
る
対

策
計
画
は

質
問

　

周
囲
の
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
、

治
安
・
防
災
上
か
ら
整
理
撤
去
が

必
要
な
空
き
家
の
状
況
は

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

　

Ｈ
27
年
度
に
実
施
し
た
区
長
及

び
行
政
区
担
当
職
員
の
調
査
に
よ

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

　

Ｒ
５
年
度
に
「
多
良
木
町
空
家

等
対
策
計
画
」
を
策
定
し
た
。
こ

の
計
画
を
も
と
に
今
年
度
に
お
い

て
業
務
委
託
に
よ
る
詳
細
な
実
態

調
査
を
実
施
し
、
空
家
対
策
を
総

合
的
・
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

町
長

　

行
政
代
執
行
は
高
額
に
な
る
の

で
、
そ
の
都
度
担
当
課
が
丁
寧
に

対
応
し
、
基
本
的
に
は
、
当
該
空

き
家
の
所
有
者
自
身
で
解
体
等
し

て
い
た
だ
く
方
向
に
も
っ
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
。

流域市町村で連携推進

୿ࢷ፷ʵ˂ʒȺᒲผͶᣵଆɥ
き
よ
しຏ

ឰ
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ဃ
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Ձ

い     

は
ら

①
女
性
管
理
職
登
用
は

◆ 

そ
の
他
の
質
問 

◆

宮崎日日新聞電子版より

所
有
者
に
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
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質
問
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長

町
長

町
長

質
問

質
問
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葉
危
機
管
理
防
災
課
長

椎
葉
危
機
管
理
防
災
課
長

荒れ果てた廃屋

活
性
化
委
員
会
報
告
・
納
付
状
況

専
決
・
繰
越
明
許
報
告

一
般
質
問

常
任
委
員
会
報
告
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質
問

　

独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し

て
み
る
と
、
物
価
高
騰
で
生
活
困

窮
者
が
増
え
て
い
る
の
が
伺
え
る
。

「
タ
ク
シ
ー
券
の
支
援
」「
水
道
料

を
安
く
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た

声
が
あ
る
が
ど
う
受
け
止
め
る
の
か

町
長

　

物
価
高
騰
で
大
変
な
の
は
理
解

し
て
い
る
が
、
町
も
災
害
復
旧
や

老
朽
化
管
の
布
設
替
な
ど
財
政
的

に
余
裕
が
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う

な
支
援
は
な
か
な
か
難
し
い
。

質
問

　

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
な
ど
タ

ク
シ
ー
を
利
用
せ
ざ
る
を
え
な
い

方
を
タ
ク
シ
ー
券
な
ど
で
支
援
で

き
な
い
か

浅
川
企
画
観
光
課
長

　

本
町
の
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
利

用
料
金
は
、
槻
木
線
１
回
300
円
、

そ
の
他
の
路
線
に
つ
い
て
は
１
回

100
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
70

歳
以
上
の
方
や
疾
病
等
を
理
由
と

し
た
免
許
返
納
者
に
は
支
援
事
業

と
し
て
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
無
料

回
数
券
24
枚
」
を
交
付
し
て
い
る
。

質
問

　

近
隣
の
町
村
で
は
保
育
料
の
完

全
無
償
化
も
開
始
さ
れ
た
。
本
町

で
も
支
援
で
き
な
い
か

新
堀
福
祉
課
長

　

他
町
村
の
現
状
は
把
握
し
て
い

る
が
、
本
町
は
現
在
３
歳
未
満
児

の
保
育
料
は
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
完
全
無
償
化
に
な
れ
ば
、

経
済
的
負
担
軽
減
に
な
る
こ
と
は

理
解
で
き
る
が
、
財
源
が
毎
年
継

続
し
て
数
百
万
円
必
要
と
な
る
た

め
、
そ
れ
が
課
題
だ
と
考
え
る
。

町
長

　

本
来
は
国
の
政
策
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
現
時
点
で

は
完
全
無
償
化
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問

　

人
口
戦
略
会
議
の
「
消
滅
可
能

性
自
治
体
」
に
本
町
も
位
置
付
け

さ
れ
た
。
他
の
自
治
体
で
は
違
和

感
・
不
快
感
・
横
暴
な
ど
の
声
を

あ
げ
て
い
る
首
長
も
い
る
。
町
長

は
ど
う
受
け
止
め
る
の
か

町
長

　

自
治
体
の
足
を
引
っ
張
る
よ
う

な
発
言
に
対
し
、
不
本
意
に
思
っ

て
い
る
。

質
問

　

人
口
減
少
の
一
因
と
し
て
、
高

齢
化
・
若
者
の
流
出
・
結
婚
・
出

産
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
改

善
策
と
し
て
、
こ
の
一
年
間
の
企

業
誘
致
・
移
住
定
住
・
空
き
家
の

利
活
用
な
ど
の
実
績
と
人
口
減
少

を
緩
和
す
る
施
策
は

日
田
副
町
長

　

企
業
誘
致
は
こ
の
１
年
で
新
規

実
績
は
無
い
が
、
企
業
と
の
連
携

協
定
を
４
月
に
締
結
し
、
事
業
誘

致
の
足
が
か
り
と
な
っ
た
。
ま
た
、

製
造
業
等
の
誘
致
に
向
け
用
地
取

得
費
の
補
助
な
ど
制
度
を
拡
充
し

た
ほ
か
、
町
内
企
業
の
工
場
増
設

な
ど
に
向
け
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に

努
め
た
。
中
学
校
跡
地
利
活
用
は

庁
内
で
検
討
中
だ
が
、
県
の
企
業

誘
致
活
動
で
の
紹
介
も
お
願
い
し

て
い
る
。

町
長

　

人
口
減
少
の
緩
和
努
力
は
し
て

い
る
が
効
果
が
で
て
い
な
い
の
で
、

責
任
は
感
じ
て
い
る
。

ឰ
׆

̄
ί
ႎ

く 

ぼ 

た

ණ
ผ

た
け 

は
る

①
農
業
・
農
家
の
支
援
に
つ
い
て

②
学
校
教
員
の
「自
腹
」問
題
に
つ
い
て

③
川
辺
川
ダ
ム
問
題
に
つ
い
て

◆ 

そ
の
他
の
質
問 

◆

財
政
に
余
裕
が
な
い
た
め
難
し
い

ʉ
ɹ
ʁ
᷐
Ҧ
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お問合せ先・乗合タクシーのご利用方法… Ｐ1-2
乗合タクシー　槻木エリア ……… Ｐ３
乗合タクシー　奥野エリア ……… Ｐ４
乗合タクシー　柳野エリア ……… Ｐ５
乗合タクシー　宮ケ野エリア …… Ｐ６

乗合タクシー　赤木エリア …… Ｐ７
乗合タクシー　中原エリア …… Ｐ８
路線バス ………………………… Ｐ９－12
くま川鉄道 ……………………… Ｐ13
防ごう！高齢者等ドライバーの交通事故 … Ｐ１4
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振興作物であるミシマサイコ

大型化する農業機械

一
般
・
特
別
会
計
補
正

条
例
等
・
人
事
案
件

一
般
質
問

一
般
質
問
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質
問

　

中
山
間
地
に
お
け
る
新
た
な
振

興
作
物
の
開
発
の
方
向
性
は

魚
住
産
業
振
興
課
長

　

振
興
作
物
は
、
販
路
や
代
金
決

済
が
信
用
で
き
る
確
立
を
さ
れ
た

も
の
で
な
い
と
産
地
化
が
で
き
な

い
の
で
、
契
約
栽
培
を
前
提
と
し

た
作
物
振
興
と
な
り
、
経
営
所
得

安
定
の
中
で
、 

「
産
地
交
付
金
対

策
作
物
」
と
し
て
振
興
し
て
い
く
。

ま
た
、
中
山
間
地
等
に
つ
い
て
は

Ｊ
Ａ
・
近
隣
の
３
町
村
と
も
検
討

し
た
い
。

町
長

　

新
し
い
作
物
を
ど
う
い
う
形
で

定
着
を
さ
せ
る
か
、
こ
れ
か
ら
重

要
な
問
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。
農

質
問

　

町
独
自
の
機
械
導
入
資
金
の
増

額
の
方
向
性
は

魚
住
産
業
振
興
課
長

　

機
械
導
入
事
業
は
Ｒ
７
年
度
ま

で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

次
期
補
助
制
度
で
も
今
期
補
助
事

業
を
活
用
さ
れ
た
方
が
利
用
で
き

る
よ
う
検
討
を
し
て
い
く
。

町
長

　

機
械
導
入
補
助
は
、
近
隣
町
村

の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
予
算
化

し
て
い
く
。

業
再
生
協
議
会
の
中
で
も
議
論
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
町
に
合

っ
た
収
益
を
上
げ
ら
れ
る
作
物
を

選
び
、
定
着
さ
せ
た
い
。

質
問

 

「
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
開
設

に
つ
い
て
は

魚
住
産
業
振
興
課
長

　

現
在
は
、
「農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
立
ち
上
げ
て
欲
し
い
と
い
う
要

望
は
来
て
い
な
い
。
開
設
す
る
場

合
は
利
用
す
る
農
家
が
ど
の
よ
う

な
人
材
が
欲
し
い
か
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
か
を
明
確
に

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
手
法
・

手
段
が
あ
る
の
か
情
報
を
収
集
し
、

農
家
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
一
緒
に

作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

町
長

　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
に
つ

い
て
は
、
産
業
振
興
課
で
、
既
存

の
組
織
等
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
本

町
に
馴
染
む
か
検
討
し
た
い
。

よ
し   

と

�ܧ

̷
ឰ
׆

ៈ�
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と
よ  
な
が

①
町
直
営
で
の
今
後
の
事
業
の
あ
り

　

方
に
つ
い
て

②
町
長
の
公
約
に
つ
い
て

③
町
長
選
挙
に
つ
い
て

◆ 

そ
の
他
の
質
問 

◆

Á

Ñ

町に合った作物選定を

ળᒾͽ࿎Ɂ஁տॴɂ

質
問

町
長

魚
住
産
業
振
興
課
長

質
問

町
長

魚
住
産
業
振
興
課
長

町
長

質
問

魚
住
産
業
振
興
課
長

予
算
化
し
て
い
く
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専
決
・
繰
越
明
許
報
告

活
性
化
委
員
会
報
告
・
納
付
状
況

一
般
質
問

常
任
委
員
会
報
告
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「新しい循環のかたちとコーヒー豆の可能性」を学んで

コーヒー苗の説明

　えびすの湯の今後について検討をかさねてきた「まちづくり推進委員会」から町執行部に対し、

下記のとおり、答申が示された。

　　　　　１　現状のまま存続・運営させる選択肢はない。ただし、住民ニーズに応えるために

　　　　　　入浴施設を残す可能性を探る。

　　　　　２　屋内遊戯施設やトレーニング室などとの複合施設化によるコスト縮小、利便性向

　　　　　　上、福祉増大につなげる。

　　　　　３　第三セクターや民間委託への管理形態の移行。

　　　　　４　あらゆるコストの試算、人口推移、周辺環境を考慮し検討する。

　庁舎内プロジェクトチームで各案を点数化し検討、一つの方向性として「こども屋内遊戯施設」

と入浴施設との複合化が提案された。

　議員からは、「この一案以外にもトレーニング室や図書室などとの複合化は検討されなかったの

か？」、「この案で平日昼間の利用が見込まれるか？」、「根本的な赤字解消につながるかは疑問？」、

「２階部分の活用は？」等の意見が出された。

　この方向性について住民説明会も行われた

が、本委員会としては一つの案に固執するこ

となく幅広く住民の意見を取り入れ、また現

実的な赤字幅の縮小策に基づいた案を今後の

方向性としてまだまだ十分に練っていく必要

があると考える。　　　　　　文責　猪原

循環の仕組みの説明

Ɉɟȕȗ̬ํʅ ʉ̔˂ȈțɆȬɁ຺ȉ̾ऻɁ஁տॴɂɈɟȕȗ̬ํʅ ʉ̔˂ȈțɆȬɁ຺ȉ̾ऻɁ஁տॴɂɈɟȕȗ̬ํʅ ʉ̔˂ȈțɆȬɁ຺ȉ̾ऻɁ஁տॴɂɈɟȕȗ̬ํʅ ʉ̔˂ȈțɆȬɁ຺ȉ̾ऻɁ஁տॴɂɈɟȕȗ̬ํʅ ʉ̔˂ȈțɆȬɁ຺ȉ̾ऻɁ஁տॴɂ
厚生建設文教常任委員会審査報告　

総務産業常任委員会 政務活動報告　

　政務活動として、福岡県柳川市近辺の２か所の視察を行った。

　最初は、焼却炉を使わない生ごみ処理を中心とした大木町の「循環セン

ターくるるん」の視察だった。メタン菌を使った処理と聞くとやはり「発

酵・匂い・汚い」などを個人的なイメージとしてもっていたのだが、施設

は小さく匂いも殆どなく、「生ごみから出たガスは発電」・「菌で分解され

た物は液体肥料」に変え販売をしていて全く無駄がなく驚いた。大木町の

人口が約13,000人であり、もし本町に同じ施設を建てるならば金額・面積

ともに半分ですむと考えると非常に魅力的に感じた。これから先、ごみの

問題は益々大きくなっていくと予想されるので非常に参考となった。

　次にコーヒー豆の栽培を手掛ける「杏里ファーム」の視察を

行った。社長から時折ユーモアを交えながらも真剣に、コーヒ

ー豆の栽培の歴史や販売における分岐点、チャンスの掴み方な

どを説明していただき、たらぎ財団の販売方法にも繋げられる

ような内容だった。

　今回、成功例として２か所視察を行ったのだが、まだまだこ

こから先が大事だと試行錯誤されているのが見えた。まさに、

それこそが一番学ぶべき部分ではないかと感じた視察となった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　落合

答申の
要旨は

方向性が示されたえびすの湯
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